
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●各班、これまでの研究成果を発表しました！ 

国語・英語・地歴公民の教科ごとに分かれ、大きなスクリーンを用いて発表会を行いました。後期夏季補習が

始まり、部活に予習にと忙しいなか、どの班も研究した成果を全て発表しました。 

公立小松大学の小原文衛先生や金沢附属高等学校の岡かなえ先生、金沢大学の大学院生の西川未来汰さ

ん、昨年度Ｊゼミで研究活動を行っていた３年生の先輩方が見に来てくださり、たくさんのご意見やアドバイスを頂

きました。発表会終わりの反省会も活発に行われていたように思います。 

     

国語班①：「日本の文字の変遷」                 国語班②：「永く息づく宮沢賢治 

～イーハトーブへの旅～」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

英語班①：「The difference of love between              英語班②： 

Japanese and America」            「Which English is the common language?」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

第３号 令和元年８月  発行 

石川県 立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

古文の授業で「ゐ」や「ゑ」など、現在使われていない文

字に疑問を持ち研究を始めました。研究をしていく中で

知った「シナ語」を今後掘り下げていくとのこと･･･日本と

どのような関係があるのでしょうか。 

宮澤賢治の表現の特徴を研究することで、彼の作

品が現代まで長く息づく理由を探ります。教科書に

多く掲載されているのは、なぜなのでしょうか･･･ 

気になります。 

アメリカ人のほうが日本人より恋愛に対して自分の気

持ちをはっきり伝え、恋愛を主観的に捉えているので

はないかという仮説のもと、プロポーズという場面を 

掘り下げていきます！ 

ネイティブスピーカーの方から集めたアンケートをも

とに、研究を進めていきます。日本人の英語力を向

上させる方法も研究していくようです。松高生も知り

たいですね。 

 

 

★「人文科学コース」今後の予定★ 

◎９月２５日(水)～９月２７日(金) 関東ヒューマンセミナー 

 

英語班③：「英語学習を生かしたおすすめの         地歴公民班①：「日本のキャッシュレスの現状と展望」 

                  第２外国語を見つける」                  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地歴公民班②：「北陸新幹線の有益性」           地歴公民班③：「より住みやすい石川に向けて」

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全ての班の発表後、助言者の先生、大学院生からコメントをいただきました！ 
 

 「アイディアがおもしろい」、「今後が楽しみ」などのお褒めの言葉を頂きました。同時に、発表の仕方や考察の

甘さ、不自然な点について厳しい意見や質問、今後の方向性についてのアドバイスも頂きました。今後のＪゼミ

活動に向けて貴重な発表会となりました。 

 

 

英語と最も近い第２外国語を決定し、小松高校生に伝

えて、大学進学時の第２外国語の決定に役立ててもら

うという目的のもと、研究し始めました。英語に似てい

るのはドイツ語！？ 

２０２２年度に小松駅、加賀温泉駅を通る北陸新幹線 

金沢ー敦賀ルートが有益なのかという身近な疑問点から

出発しました。どのルートがいいのか気になるところです。 

勉強と運動に力を入れており、全国的にも高い水準に

ある石川県。更に住みやすくなるにはどうすれば良いの

か研究します。地元なのに知らないことがたくさん！ 

東京五輪で起こると考えられるキャッシュレスによる変化

とともに将来の日本はどうなっていくか、喫緊の課題を探

っていきます。近い将来どうなるのでしょうか･･･ 


